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本日の出席率８４.６％：会員数４０名・出席３３名・欠席６名・出席規定免除会員（１）０名・ビジター２名

前々回の修正出席率１００％：出席３２名・メークアップ７名・出席規定免除会員（１）１名

　皆さん、こんにちは。先週の１

０月１４日は、皆様のご協力、ご支

援を頂き、創立２０周年記念式典

が無事、盛会のうちに終了致しま

した。特に長富実行委員長、古賀副

委員長には、ご苦労を頂き大変あ

りがとうございました。心より厚

く感謝申し上げます。ご出席頂い

たご来賓の方々より、お褒めの言葉をかけて頂き、数々の苦

労が消えた思いでした。

　

　また、１６日には、釜山蓮山ＲＣの姜会長はじめ１６名の

方々を福岡空港にお見送りに行った際に、「今回の訪問は意義

ある訪問で、色々勉強にもなり来て良かった」というお言葉

を頂きました。「ぜひ来年は、沢山のメンバーで釜山蓮山ＲＣ

の２０周年に来て下さいと皆様にお伝え下さい」とのメッ

セージを預かってまいりましたので、申し添えておきます。

お互いの２０周年記念事業として、釜山蓮山ＲＣと両クラブ

で支援を共同事業として行うことで、話が進んでいることは

皆さんご存知だと思いますが、当初、我々佐世保中央ＲＣは、

マッチンググランドで事業を行う予定にしていましたが、

マッチンググランドの急激な増加とロータリー財団のプログ

ラムが多すぎ、新しい補助金制度に移行する動きが出てきた

計画が未来の夢計画です。これは、２００９年２月から６月

までの間に、３年間の試験的プログラムに参加するパイロッ

ト地区を募集、２００９年７月に全世界より１００のパイロッ

ト地区を決定、２０１０年７月より２０１３年６月までの３年

間試験的にプログラムを実施し、２０１３年７月より全世界

で新補助金システムに移行するというシステムが「ロータ

リー財団の夢計画」です。この計画に釜山蓮山ＲＣがパイロッ

ト地区に選ばれた関係上、佐世保ＲＣも足並みを揃えなけれ

ばならないようになり、「ラオス ルアンプラバン‐スパヌウォン

国立大学内電算室及び語学実習室建立」ということの共同支

援事業になったということです。

なお、主管クラブ：３６６０地区　釜山蓮山ＲＣ

　　　協力クラブ：２７４０地区　佐世保中央ＲＣ

      協力地区：３６６０地区

＜提案の説明＞

桑名北ロータリークラブ　　　　　山下　三男様

佐世保ロータリークラブ　　　　　円田　　昭様

１）期待効果：

　①教育事業：文盲率５０％のラオスに教育事業の支援

　②国際ロータリーのイメージの高揚

　③両国の友好増進：国際援助の支援でたてられただけに

　　あって継続の支援で友好増進　

　④韓国と日本の企業の海外進出

　⑤新しい人材の育成に寄与

２）事業日時：２０１０年７月１日以降～

　　事業承認以後すぐに実施の予定

　　寄贈式：２０１０年１１月中

　　（遅くなっても２０１１年２月までには完了）

３）事業の規模：＄３８,０００

　　（韓国の４５,６００,０００ウォンほど所要の予定）

４）支援資材：

　①コンピューター40台（プリンターの購入）

　②ヘッドセット及び語学運営のプログラムの設置

　③電算室の冷房のためにクーラー2台設置

　④コンピューター用の机及び椅子などの完備

　⑤黒板及び教卓、仕切りの工事などの消耗品の購入

　１４日の釜山蓮山ＲＣとの会議で、地区の補助金が手違い

で事業の規模だけのお金が出来ないので、佐世保中央ＲＣに

もっと支援金を出してもらえないか、ということでした。我々

も前回の会議でも申し上げた通り、もう６ ,５００ドル以上

は出せないので、事業の内容の変更をしてくれということで

話がまとまり、ほっとしているところです。

　最後になりましたが、１９日には指名委員会を開催され、

次年度が少しずつ動き始めますので、温かく見守って頂きた

いと思います。
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本日の合計　　　　   16,000 円

本年度の累計　　　 332,000 円

　

２０周年記念事業部会　橋口佳周君

佐世保中央ＲＣ創立２０周年記念懇親旅行のご案内

　日　程：平成２２年１１月２７日(土）～２８日 (日）

　行き先：雲仙・島原 (大型バス利用）

　宿　泊：雲仙ホテル東洋館

国際奉仕委員長　八重野一洋君

１４日の創立２０周年記念式典において、釜山蓮山ＲＣの皆

様を２０周年実行委員会姉妹クラブ担当鶴田さんと共に企画

させて頂きました。姜会長はじめ釜山蓮山ＲＣの皆様も大変

喜んで頂けたと思います。感動の国際奉仕事業でした。ご協

力ありがとうございました。

職業奉仕委員会　前田眞澄君

社員招待例会のご案内

　日時：平成２２年１１月１１日（木）

　　　　１８：３０～例会　１９：００～映画鑑賞

　場所：シネマボックス太陽

　※社員、ご家族の方、多くの皆様のご参加を宜しくお願い

　します。

１． 例会変更

　　 ■有田ロータリークラブ

　　　１０月２６日(火）１２：３０～

　　　焱の博記念堂　地区大会リハーサルの為

　　■ハウステンボス佐世保ロータリークラブ

　　　１０月２６日(火）１２：３０～１４：００

　　　ハウステンボス熱供給　職場訪問例会の為

　　■佐世保南ロータリークラブ　

　　　１０月２９日(金）１２：３０～→１８：３０～

　　　シネマＢＯＸ太陽　従業員招待映画例会の為

２． 来　　信

■ガバナー事務所より

　１１月のレートのお知らせ　１ドル８２円

　１１月の「ロータリー財団月間に因んで」

　寄付増進のお願い、ニュースレターの送付

■地区大会事務局より

　会長幹事会の出欠、交通手段の確認のお願い

■佐世保南ロータリークラブより

　例会変更及びメークアップのご案内

■佐世保北ロータリークラブより

　第５回市内ＲＣ会長幹事会のご案内

３． 伝達 ・ 通知

　　　 ・ 本日皆様のテーブルに２０周年記念のグラスと釜山

　　　蓮山ＲＣからのお土産がありますので、忘れないよ

　　　うにお持ち帰り下さい。

　　・例会終了後この会場で２０周年実行委員会・記念事

　　　業部会、総務記録部会を行いますので、担当者の方

　　　は宜しくお願いします。

　世界的にロータリーの会員数と出席

率が低下しています。日本は自由主義

国となって未だ６０余年と少なく、原

語の解釈が不十分ではないかと考えま

す。廣畑 富雄先生は職業奉仕について

わかりやすく解釈し直しされておりま

すので、ご紹介致すと同時に、特にロータリアンの根源と

考えられる「倫理訓」もしくは「道徳律」を御再考いただ

けます様、宜しくお願いします。

桑名北ロータリークラブ　山下 三男様

山瀧会員の友人です。三重県桑名から来ました。よろし

くお願い致します。

田雑 豪裕会長 ・ 西村 浩輝副会長 ・ 南部 建幹事

先週の創立２０周年記念式典では、会員の皆様、ご協力あ

りがとうございました。会員の皆様には数ヶ月前から色々

と準備にご苦労をかけ、大変感謝の気持ちでいっぱいです。

これからもまた新たに２５年、３０年に向かって会員一同

頑張っていきましょう。

長富 寿人２０周年実行委員長

会員皆様のご協力のおかげで無事に式典を終えることがで

きました。ありがとうございました。

松尾 英機君

先日の２０周年記念式典ではサプライズの記念品を頂戴し、

すごく感激しました。これからも宜しくお願いします。

橋口 佳周君

１９９７～１９９８年度会長の松尾英機さんの再入会を心よ

りお慶び申し上げます。２０周年の事業の一つであります懇

親旅行を来たる１１月２７日(土）～２８日(日）に行います。

皆様のご参加を宜しくお願い申し上げます。

国際奉仕委員会一同

創立２０周年記念式典大変お疲れ様でした。当日のパー

ティ、２次会そして翌日の呼子バスツアー、釜山蓮山ＲＣ

の新入会員がイカの刺身を食し、「忘れられない味」を称

されましたが、おいしかったのか不味かったのか、どちら

の忘れられない味か聞きそびれました。来年の４月確認に

行って参ります。皆様のご協力に感謝します。　

担当：野村　和義君

職業奉仕 (職業サービス )についてー

廣畑 富雄氏を招いて

職業奉仕委員長　大久保厚司
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次回例会　　１０月２８日 （木）　１２：３０〜

次回のお献立：天麩羅そば、 小鉢、 おにぎり

SAA ：富永  博美君／音響：四元 清安君

　Vocational Service とは　職業奉仕と訳するのは、抵抗が

あり、Vocationとは天職（天から与えられた 世に有益な仕事）。

Service とは、人の役に立ち 人のためになる行為であり、奉

仕とは仕えまつる事で自己の利害を離れ国家社会につくす事

で無償を意味し、サービスは基本的に代償を頂く。このよう

に　Vocational Service とは職業サービス／天職を通じた人

のためになる考えや行為と捉えた方が良く、人のためになる

為には高い倫理性が必要です。

The Four-Way Test「四つのテスト」の解釈

1) Is it the TRUTH?　真実かどうか、は本当かどうかでも良い

2) Is it FAIR to all concerned?　みんなに公平か、は公

　平と公正の違いは大きく、関係する人たちみんなに公正か

3) Will it build GOODWILL and BETTER FRIENDSHIPS?

　好意と友情を深めるか　

4) Will it be BENEFICIAL to all concerned?　みんなのた

　めになるかどうか、は関係するみんなのためになるかどうか

1) The Object of Rotary : ロータリーの綱領

は　ロータリーの目的と訳してもいいのではないでしょうか。

ロータリーの目的は、サービスの理想（高いレベルのサービ位、

理想的なサービス）を世の中に役立つ諸事業の基礎とするよ

う、勇気づけ、推進することにある。特に次のことを推進し、

勇気づけることにある。

1. 知り合いを広め、サービスの奉の機会を増やすこと。

2. 事業や専門職種において、高い倫理水準を保つこと。す

　べて世の中に役に立つ職業は、有益なものだと評価し認

　識すること。各ロータリアンの職業は世の役に立つもの

　として品位有らしめること。

3. サービスの理想を各ロータリアンの個人生活に、事ビジ

　ネスの上に、社会生活に適用すること。

4. 世界の実業家や専門職種の人たちが、サービスの理想の

　基に結ばれ、国際理解、国際間の善意、国際平和を推進

　すること。

The Rotary Code of Ethics for Business Men of all 

Lines : 全分野の職業人を対象とするロータリー倫理訓 は 

職業人のためのロータリー道徳律と解釈し、この職業倫理基

準は、われわれに共通な人間性に基づく思いやりを重視する

ものである。 職業上の取引、野心、諸関係は、常に社会の一

員としての自分が果たす最高の義務を考慮すべきである。職

業生活のあらゆる場面において、自分が直面するすべての責

任において、まず最初に考えなければならないことは、その

責任と義務を果たすことであり、それにより人間の理念と業

績の水準を少しでも高めることができる。この知見から、以下

はロータリアンとしての私の義務である。

1. 自分の職業は価値あるものであり、社会にサービスする

　絶好の機会を与えられたものと考えること。

2. 自己改善を図り、実力を培い、サービスを広げること、　

　それによって「最も良くサービスする者、最も多く報いら

　れる」というロータリーの基本原則を実証すること。

3. 自分は企業経営者であるが故、成功したいという大志を

　抱いていることを自覚すること。しかし、自分は道徳を重

　んじる人間であり、最高の正義と道徳に基づかない成功

　は全く望まないことを自覚すること。

4. 自分の商品、自分のサービス、自分のアイディアにより

　収入を得る事は、合法的かつ道徳的であると考えられる

　こと。ただし関係者もまた利益を受ける場合に限られること。

5. 自分が従事している職業の倫理基準を高めるために最前

　を尽くすこと。そして、自分の仕事のやり方が賢明であり、

　利益もたらすものであり、自分の実例にあうことが、幸福

　をもたらすことを同業の、他の者に悟らせること。

6. 自分の同業者よりも同等またはそれを越える完全なサー

　ビスをすることを心がけて、事業を行うこと。もし疑問が

　ある場合は、負担や義務の厳密な範囲を越えて、サービ

　スを付け加えること。

7. 専門業種または企業経営者の最も大きい財産の一つは、

　友人であり、友情を通じて得られたものこそ、卓越した

　倫理にかなった正当なものであることを理解すること。

8. 真の友人はお互に何も要求するものではない。利益のた

　めに友人関係の信頼を濫用することは、ロータリーの精

　神と相容れず、道徳律に反するものであると考えること。

9. 社会秩序の上で、他の人たちが絶対に否定するような機

　会を不正に利用することによって、非合理的または非道

　徳的な個人的成功を確保することを考えてはならない。

　物質的成功を達成するために、他の人たちが道徳的に疑

　わしくてという理由から採らないような、有利な機会を利

　用しないこと。

10. 私は人間社会の他の人以上に、同僚であるロータリア

　ンに義務を負うべきではない。ロータリーのような機関は

　決して狭い視野を持ってはならず、人間はロータリーク

　ラブのみに限定されるものではなく、人類そのものとし

　て深く広く存在するものであることを、ロータリアンは断

　言する。さらに、ロータリーは、これらの高い目標に向かっ

　て、すべての人やすべての組織を教育するために、存在

　するのである。

11. 最後に「すべての人にせられんと思うことは、他の人に

　もその通りにせよ」という黄金律の普遍性を信じ、われ

　われは、すべての人に天然資源が機会均等に分け与えら

　れた時に、社会が最も良く保たれることを主張するものである。

　ロータリークラブとは何か ? の問いにはロータリアンそれ

ぞれの答えがあるでしょう。ロータリアンが現在おこなってい

る職業は天職であり、世の中に価値あることを十分に認識し、

社訓の範囲にとどまらず高貴な倫理訓もしくはより高貴な道

徳律の基に運営し、さらにそれぞれを建学することで、世の

中に的確なサービスと貢献を与える事ができ、人生が充実し、

長い友好ができます。　ポール・ハリス氏の「クラブ内のロー

タリアンが、議論を十分に行い、より寛容で、より他人の良さ

を認め、より他の人と親しく交わり、助け合うようにしてくれ

るなら。そして、人生の美しさと喜びを発散し伝えてくれるよ

うにしてくれるなら、それが我々の求めるロータリーのすべて

である」と言われていますが、職業奉仕が第一の基盤だと考

えます。
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